
稚内を旅して
　ハーレークラブ「みなみの風」の友人、川畑光賛

さんと愛車で稚内まで旅しました。７月下旬でし

たが、稚内は涼しく、枕崎との違いを感じました。

　私は枕崎のライオンズクラブに所属しています。

そこで、稚内では現地のライオンズクラブの例会

に参加させてもらい、夜遅くまで楽しく交流させ

てもらいました。そのときに食べた稚内の珍味か

んかい（氷下魚）はとても美味でした。

　友好都市になることで、お互いの特産品の交流

が進み、両市の活性化につながることを期待して

います。

厚石近志さん（桜山東町）
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小・中学生が火の用心を呼びかける
～亀沢公民館が火の用心夜回り

■年末の防犯・防火に努め、小・中学生の交流及び青少

年健全育成を目的とした亀沢公民館による『火の用心』

夜回りが12月28・29日に行われ、小・中学生延べ56人

が参加しました。この夜回りは平成20年から始まり、今

年で４回目となります。

　参加者は２手に分かれ、昔ながらの拍子木を打ちなが

ら、地区内をくまなく回り、火の用心を呼びかけました。

同公民館の藤田恵館長は「年々参加人数が増え、うれし

く思う。防犯・防火意識の高揚はもちろんのこと、この

ような行事が人間関係の深まりと青少年の健全育成につ

ながればありがたい。これからも続けていきたい」と話

していました。

口腔の健康 歯科保健の向上に貢献
～枕崎市食生活改善推進員連絡協議会に表彰状

■枕崎市食生活改善推進員連絡協議会（上釜いほ会長）が、

社団法人かごしま口腔保健協会から表彰をうけました。

これは、長年にわたる食生活改善推進員としての活動に

加え、「80歳になっても自分の歯を20本以上保とう」

という８０２０運動の推進員として、地域住民に対して、

口腔の保健増進の取り組みを積極的に実施してきたこと

が認められたものです。また、同協議会では研修会を定

期的に開催して研鑽を重ねることで、食をとおして地域

住民の健康促進に貢献してきました。

　上釜会長は「会員みんなで協力し合い活動してきまし

た。これからも市民の健康のため、体にいい料理の普及

に努めます」と話していました。

ロッテ青野選手ら３選手が自主トレ
～プロ野球３選手が市営球場で自主トレーニング

■南さつま市坊津町出身で千葉ロッテマリーンズに所属

する青野毅選手（内野手・写真右から２番目）、同じく坊

津町出身で四国アイランドリーグの徳島インディゴソッ

クスに所属する大谷龍次選手（外野手・写真右）、オリッ

クス・バファローズに所属する斉藤俊雄選手（捕手・写

真左）のプロ野球３選手が１月７日から17日まで市営球

場を中心に自主トレーニングを行いました。

　１月11日には３選手が市役所を訪れ、青野選手が市長

にユニホームをプレゼントし「ペナントレースで活躍し

て、またここに帰ってきたい。応援をよろしくお願いし

ます」と次期シーズンの活躍を誓いました。

稚内市とつながる①
■問合せ　企画調整課企画調整係
　℡72-1111　内線 226

「広報わっかない」１月号

から転載。左は表紙

心豊かに！本の世界の楽しさを体験
～ふれあい図書館まつり

■ふれあい図書館まつりが１月15日、サン・フレッシュ枕

崎で開催され、たくさんの親子連れでにぎわいました。

オープニングでは、読み聞かせボランティアグループ『た

んぽぽのわたげ』が中国楽器の二胡と揚琴を使った『スー

ホの白い馬』の朗読や、有名な昔話を芝居を交えて面白く

紹介する『実物にっぽん昔ばなし』で会場を沸かせていま

した。その後、読み聞かせボランティアグループによる

『おはなしの部屋』や読書講演会が行われました。

　読書講演会では、椋鳩十顕彰の会事務局長の畠野洋子

さんが『ことばが心を育てる』という演題で講演。「読

書や読み聞かせにより豊かなことばが蓄積され、豊かな

心が育つ」と読書の大切さを訴えました。　

に   こ やんちん


